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1. 動機 
 アマチュア無線に中学、高校時代と取り組んでおり、コンテス

トや通常交信では主にCW で交信するため、自分が使いやすいよ

うなオリジナルのパドルを作りたかったため。 
高校の個人研究で購入した 3D プリンターを所有しており、様々

な作品を作っているため。 
 

2. 目的 
アマチュア無線で通常使用されるパドルは小規模な企業が少

数を生産しているものが多く、市販されていたとしても数万円す

るようなものがほとんどである。       
そこで近年急速に普及が進む 3D プリンターにおいて、製品の

加工の容易性やデータ１つで個体差が出ることなく量産できる

ことに目を付け、量産可能な小型・簡易・安価なパドルの制作を

目指す。 
 

3. 設計 

パドルの構造としては左右両方のキー（レバー）を操作し、無

線機からキーに接続された+端子と、本体に接続された-端子が導

通することで無線機に信号を送るという単純なものである。 
これらを踏まえ、パドルの設計思想をいくつか設定し、3DCAD

を用いて設計した（別紙図 1）。特に簡易・安価に加えてメンテ

ナンス性の向上策として、パドルのキーに使用するバネは壊れや

すく、部品交換も難しいため、100 円均一で入手できるネオジム

磁石で代替することとした。 
また、パドル全体を軽いプラスチックで製作するため片手で操

作すると本体が動いてしまう問題があった。これは市販の小型パ

ドルでも発生している問題であり、粘着物質や磁石で無線機に固

定する方法が使われているが、本研究では持ち運ぶことを考え磁

石を採用した。 

4. 製作 

設計段階で 3D モデリングした原型のデータをもとに、実際の

印刷を含む数回の試作を重ねた。ここでは印刷に至った試作品を

挙げる。 
1 回目の試作機（別紙図 2）は設計思想を組み込むことに重点

を置き、原型のデータにねじ位置の変更など軽微な修正を加えた

ものである。この試作機では設計ミスをしてしまいそもそもパド

ルとして機能しなかったため、別パーツを再度印刷して付け足し

た。また配線について深く考えず試作したため、配線部分がタイ

トになってしまい（別紙図 3）配線自体の復元力でキーが動作不

良を起こしてしまった。また、無線機に固定するためのネオジム

磁石の取り付け位置を接地面から 5mm ほど離した結果磁力が弱

くなり、固定はできなかった。 

ここで元々の設計の悪さを疑い、支点の位置変更をしたモデル

を設計したり全く違う方式を試したりもしたがどちらも組み立

てに難があり、結局は元の構造を改良することにした。 
2 回目の試作機（別紙図 4）は配線のしやすさを重視し、配線を

通すスペースのある設計とした。また、1 回目の試作機で問題と

なったネオジム磁石の取り付けは接地面に近づけ、露出する形と

した。 
この機体では配線するスペースが生まれ、復元力の影響も少な

くなったためパドルとして動作するようになった。しかし設計ミ

スにより本体側の端子、固定用マグネットの組み込みができなく

なってしまった。この試作機は実際に ACAG コンテストで使用

し、長時間の使用にも問題ないと判断したためこの形をベースに

完成品とすることにした。 
しかしここで 3D プリンターが故障し、新しいプリンターでの

安定した印刷ができないうちに研究終了となってしまった。 

5. 結果 

試作品の時点ではあるが、パドルとして使用可能な状態にはな

り、無線機への固定も可能になった。 
しかし配線部分の煩雑さや接触不良などは解決できておらず、

まだ改善すべき課題は多い 

6. 考察 

コンパクトさを重視し端子同士の距離をかなり近く設定する

あまり配線が難しくなり、同じ個所に 2 本や 3 本の配線が配置

され複雑な状況になってしまっている。配線の単純さから見た

設計も必要である 

7. まとめ・展望 

3D プリンターによる低コストな設計でもパドルとして動作す

る製品は実現可能。以降は本研究で解決しきれなかった配線と

動作の問題、プラスチックの歪みによる影響の解消や近年のミ

ニパドルにみられる 3.5mm ジャック化に取り組んでいきたい。 
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